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令和６年中泊町議会予算特別委員会

令和 ６年 ３月１２日（火曜日）

〇議事日程 第１号

１ 臨時委員長の紹介

２ 委員長の選挙

３ 副委員長の選挙

４ 会議録署名委員の指名

５ 会期の決定

６ 議案第 ２号 令和６年度中泊町国民健康保険特別会計予算につ

いて

７ 議案第 ３号 令和６年度中泊町介護保険事業特別会計予算につ

いて

８ 議案第 ４号 令和６年度中泊町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて

９ 議案第 ５号 令和６年度中泊町水道事業特別会計予算について

１０ 議案第 ６号 令和６年度中泊町農業集落排水事業特別会計予算

について

１１ 議案第 ７号 令和６年度中泊町漁業集落排水事業特別会計予算

について

〇出席委員（１３名）

１番 鈴 木 長一郎 君 ２番 田 中 洋 君

３番 成 田 直 人 君 ４番 秋 元 隆 君

５番 塚 本 悦 子 君 ６番 荒 関 富 雄 君

７番 秋 田 博 君 ８番 長 利 司 君

９番 兵 庫 桂 蔵 君 １０番 青 山 雅 晴 君

１１番 沖 崎 勲 君 １２番 野 上 憲 幸 君

１３番 川 山 光 則 君

〇欠席委員（なし）
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〇出席説明員

町 長 濱 舘 豊 光 君

副 町 長 横 野 彰 吾 君

教 育 長 鈴 木 信 也 君

代 表 監 査 委 員 外 﨑 良 造 君

総 務 課 長 下 山 貴 子 君

財 政 課 長 三 上 晃 瑠 君

総 合 戦 略 課 長 越 野 進 一 君

町 民 課 長 宮 越 裕 子 君

福 祉 課 長 阿 部 弘 喜 君

環 境 整 備 課 長 藤 本 雅 久 君

農 政 課 長 古 川 幹 人 君

水 産 商 工 観 光
山 中 哲 哉 君課 長

小 泊 支 所 長 太 田 光 平 君

教 育 課 長 田 中 綾 人 君

税 務 会 計 課 長 三 上 康 栄 君

上 下 水 道 課 長 鈴 木 輝 文 君

〇職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 長 利 香代子 君

総 務 課 行 政 係 白 川 隼 君
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開会 午前１０時００分

◎臨時委員長の紹介

〇議会事務局長（長利香代子君） 予算特別委員会の開会に当たり、事務局よ

り臨時委員長のご紹介をいたします。

本日は、去る３月７日の本会議において予算特別委員会が設置され

てから初めての委員会となります。委員長が互選されるまでの間は、

委員会条例第１０条第２項の規定によって、出席委員の中で年長の委

員が臨時に委員長の職務を行うことになっております。

したがいまして、出席委員の中で年長の委員であります秋田博委員

に臨時委員長をお願いすることにいたします。

秋田博委員、よろしくお願いいたします。

〇秋田臨時委員長 ただいまご紹介いただきました秋田です。委員会条例第１

０条第２項の規定によって、臨時委員長の職務を行います。何とぞよ

ろしくお願いいたします。

◎開会の宣告

〇秋田臨時委員長 ただいまの出席委員数は１３名です。定足数に達していま

すので、これから予算特別委員会を開会いたします。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

◎委員長の選挙

〇秋田臨時委員長 日程第２、委員長の選挙を行います。

お諮りします。委員長の選挙は指名推選の方法により行いたいと思

います。ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇秋田臨時委員長 異議なしと認めます。

したがって、委員長の選挙は指名推選の方法により行うことに決定

しました。

お諮りします。指名の方法については、私が指名することにしたい

と思います。ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇秋田臨時委員長 異議なしと認めます。
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したがって、私が指名することに決定しました。

予算特別委員会の委員長に長利司委員を指名します。ご異議ござい

ませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇秋田臨時委員長 異議なしと認めます。

したがって、長利司委員が委員長に当選されました。

本席より長利委員に当選の告知をいたします。

それでは、ただいま委員長に当選されました長利司委員には承諾を

いただき、就任のご挨拶をお願いいたします。

〇長利委員長 ただいま皆様方のご推挙によりまして、予算特別委員会の委員

長という大役を仰せつかりました長利です。

本委員会は、令和６年度の町政の方向を決める重要な予算について

審査を行うものでありますので、公平、公正な委員会運営を図ってま

いりたいと思っております。

委員の皆様にも、円滑な議事運営、進行にご理解、ご協力を賜りま

すようお願いを申し上げ、就任の挨拶といたします。よろしくお願い

します。

〇秋田臨時委員長 以上で臨時委員長の職務を終わります。ご協力ありがとう

ございました。

長利委員長と交代いたします。長利委員長、委員長席にどうぞおか

けになってください。

（臨時委員長、委員長と交代）

◎副委員長の選挙

〇長利委員長 日程第３、副委員長の選挙を行います。

お諮りします。副委員長の選挙は、指名推選の方法により行いたい

と思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇長利委員長 異議なしと認めます。

したがって、副委員長の選挙は指名推選の方法により行うことに決

定しました。

お諮りします。指名の方法については、私が指名することにしたい

と思います。ご異議ありませんか。
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（「異議なし」の声あり）

〇長利委員長 異議なしと認めます。

したがって、私が指名することに決定しました。

予算特別委員会の副委員長に青山雅晴委員を指名します。ご異議あ

りませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇長利委員長 異議なしと認めます。

したがって、青山雅晴委員が副委員長に当選されました。

本席より青山雅晴委員に当選の告知をいたします。

それでは、ただいま副委員長に当選されました青山雅晴委員には承

諾をいただき、就任の挨拶をお願いします。

〇青山副委員長 ただいま委員皆様方のご推挙によりまして、副委員長に選ば

れました青山です。委員長をしっかり支えながら、令和６年度の予算

審議を適正に行いたいと思っておりますので、どうか委員各位の格段

なるご協力をお願い申し上げ、就任の挨拶といたします。

◎会議録署名委員の指名

〇長利委員長 日程第４、会議録署名委員の指名を行います。

本委員会の会議録署名委員は、６番、荒関富雄委員及び９番、兵庫

桂蔵委員を指名します。

◎会期の決定

〇長利委員長 日程第５、会期の決定の件を議題にします。

お諮りします。予算特別委員会の会期は、本日と明日１３日の２日

間にしたいと思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇長利委員長 異議なしと認めます。

したがって、予算特別委員会の会期は、本日と明日１３日の２日間

に決定しました。

◎議案第２号の上程、説明、質疑

〇長利委員長 本日は、予算特別委員会に付託されました議案第２号から議案

第７号までの令和６年度各特別会計予算の審査を行います。
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お諮りします。各議案の審査は、歳入と歳出を一括して行いたいと

思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇長利委員長 異議なしと認めます。

したがって、各議案の審査は歳入と歳出を一括して行うことに決定

しました。

なお、ご質問の際は予算書のページを示してお願いします。

日程第６、議案第２号 令和６年度中泊町国民健康保険特別会計予

算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

宮越町民課長。

〇町民課長（宮越裕子君） 議案第２号 令和６年度中泊町国民健康保険特別

会計予算案についてご説明いたします。

事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１４億８，８

４９万２，０００円となり、前年度当初予算額に対して６，５８６万

６，０００円、率にして４．２４％の減となっております。

診療施設勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億８，

００２万８，０００円となり、前年度当初予算額に対して３，１６５

万７，０００円、率にして２１．３４％の増となっております。

歳入歳出予算の概要について、事業勘定からご説明申し上げます。

２ページを御覧願います。歳入は、第１款国民健康保険税に１億６，

２０８万３，０００円、第２款使用料及び手数料に２５万円、第３款

国庫支出金に２万６，０００円、第４款県支出金に１０億３，０４９

万６，０００円、第５款財産収入に１，０００円、第６款繰入金に２

億９，１６０万９，０００円、第７款繰越金に１，０００円、第８款

諸収入に４０２万６，０００円を計上しております。

４ページを御覧願います。歳出は、第１款総務費に３，２５３万４，

０００円、第２款保険給付費に１０億４，２１２万１，０００円、第

３款国民健康保険事業費納付金に３億７，４５９万３，０００円、第

４款共同事業拠出金に１，０００円、第５款財政安定化基金拠出金に

１，０００円、第６款保健事業費に２，７２６万８，０００円、５ペ

ージを御覧願います。第７款基金積立金に１，０００円、第８款公債

費に１，０００円、第９款諸支出金に１９７万２，０００円、第１０
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款予備費に１，０００万円を計上しております。

次に、歳入歳出予算の主なものを款項を追って、事業勘定の歳出か

らご説明いたします。１６ページを御覧願います。３、歳出。第１款

総務費、第１項総務管理費に、１７ページを御覧願います。対前年度

比９７万４，０００円増の２，９０５万６，０００円を計上しており

ます。

第２項徴税費に、対前年度比７３万４，０００円減の３２１万５，

０００円を計上しております。

第３項運営協議会費に、対前年度比１，０００円減の２６万３，０

００円を計上しております。

１８ページを御覧願います。第２款保険給付費、第１項療養諸費に、

対前年度比８，６７９万９，０００円減の８億８，７４６万７，００

０円を計上しております。

第２項高額療養費に、対前年度比４３５万円減の１億５，０１５万

２，０００円を計上しております。

１９ページを御覧願います。第３項移送費に、前年度と同額の２，

０００円を計上しております。

第４項出産育児諸費に、５人分の出産育児一時金として、対前年度

比５０万円減の２５０万円を計上しております。

第５項葬祭費に、対前年度比５０万円減の２００万円を計上してお

ります。

第３款国民健康保険事業費納付金、第１項医療給付費分に、対前年

度比２，１５４万２，０００円増の２億４，７３６万１，０００円を

計上しております。

第２項後期高齢者支援金等分に、対前年度比３６３万９，０００円

増の９，１７１万５，０００円を計上しております。

２０ページを御覧願います。第３項介護納付金分に、対前年度比１

３２万６，０００円増の３，５５１万７，０００円を計上しておりま

す。

第４款共同事業拠出金、第１項共同事業拠出金に前年度と同額の１，

０００円を計上しております。

第５款財政安定化基金拠出金、第１項財政安定化基金拠出金に前年

度と同額の１，０００円を計上しております。
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第６款保健事業費、第１項保健事業費に、２１ページを御覧願いま

す。対前年度比９０万６，０００円減の１，０２１万２，０００円を

計上しております。

第２項特定健康診査等事業費に、２２ページを御覧願います。対前

年度比５６万３，０００円増の１，７０５万６，０００円を計上して

おります。

第７款基金積立金、第１項基金積立金に前年度と同額の１，０００

円を計上しております。

第８款公債費、第１項財政安定化基金償還金に前年度と同額の１，

０００円を計上しております。

第９款諸支出金、第１項償還金及び還付加算金に、２３ページを御

覧願います。合計で対前年度比１２万円減の１９７万１，０００円を

計上しております。

第２項繰出金に、前年度と同額の１，０００円を計上しております。

第１０款予備費、第１項予備費に、前年度と同額の１，０００万円

を計上しております。

次に、歳入についてご説明いたします。１１ページにお戻り願いま

す。２、歳入。第１款国民健康保険税、第１項国民健康保険税に、１

２ページを御覧ください。対前年度比４，６９７万４，０００円減の

１億６，２０８万３，０００円を計上しております。主な要因は、被

保険者数の減少及び税率の見直しによる減額となっております。

第２款使用料及び手数料、第１項手数料に、対前年度比５万円減の

２５万円を計上しております。

第３款国庫支出金、第１項国庫補助金に、対前年度比２万５，００

０円増の２万６，０００円を計上しております。

１３ページを御覧願います。第４款県支出金、第１項県補助金に、

対前年度比２，０６５万４，０００円減の１０億３，０４９万５，０

００円を計上しております。

第２項財政安定化基金交付金に、前年度と同額の１，０００円を計

上しております。

第５款財産収入、第１項財産運用収入に、前年度と同額の１，００

０円を計上しております。

第６款繰入金、第１項一般会計繰入金に、１４ページを御覧願いま
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す。対前年度比１，６７２万９，０００円減の１億７９３万２，００

０円を計上しております。

第２項財政調整基金繰入金に、対前年度比１，８９２万９，０００

円増の１億８，３６７万７，０００円を計上しております。歳入の財

源不足分を財政調整基金にて調整しております。

第７款繰越金、第１項繰越金に、前年度と同額の１，０００円を計

上しております。

第８款諸収入、第１項延滞金加算金及び過料に、１５ページを御覧

願います。対前年度比４１万円減の４００万１，０００円を計上して

おります。

第２項受託事業収入に、前年度と同額の１，０００円を計上してお

ります。

第３項雑入に、合計で対前年度比３，０００円減の２万４，０００

円を計上しております。

以上で事業勘定の説明を終わります。

引き続き、診療施設勘定の歳入歳出予算の概要についてご説明申し

上げます。６ページにお戻り願います。歳入は、第１款診療収入に１

億９１４万３，０００円、第２款使用料及び手数料に２４万７，００

０円、第３款繰入金に２，４３７万１，０００円、第４款繰越金に１，

０００円、第５款諸収入に７９６万６，０００円、第６款町債に３，

８３０万円を計上しております。

７ページを御覧願います。歳出は、第１款総務費に１億３，３７４

万６，０００円、第２款医業費に２，２２３万１，０００円、第３款

公債費に２，３５５万１，０００円、第４款予備費に５０万円を計上

しております。

次に、歳入歳出予算の主なものについて、款項を追ってご説明申し

上げます。歳出からご説明いたします。３６ページを御覧願います。

３、歳出。第１款総務費、第１項医療施設管理費に、３８ページを御

覧願います。対前年度比２，８２５万２，０００円増の１億１，４６

５万８，０００円を計上しております。主なものは、２節給料など、

医師１名、職員３名分の人件費及び屋上防水改修工事費などです。

第２項歯科施設管理費に、３９ページを御覧願います。対前年度比

１９万１，０００円増の１，９０８万８，０００円を計上しておりま
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す。主なものは、医師１名の人件費などであります。

第２款医業費、第１項医科用医業費に、対前年度比３２３万７，０

００円増の１，８６６万２，０００円を計上しております。

第２項歯科用医業費に、対前年度比２万７，０００円減の３５６万

９，０００円を計上しております。

４０ページを御覧願います。第３款公債費、第１項公債費に、対前

年度比４，０００円増の２，３５５万１，０００円を計上しておりま

す。

第４款予備費、第１項予備費に、前年度と同額の５０万円を計上し

ております。

次に、歳入についてご説明いたします。３３ページにお戻り願いま

す。２、歳入。第１款診療収入、第１項医科外来収入に、対前年度比

６６７万８，０００円減の８，５０１万２，０００円を計上し、第２

項歯科外来収入に、３４ページを御覧願います。対前年度比１６万４，

０００円増の２，２６５万７，０００円を計上しております。

第３項その他診療収入は、対前年度比２３万５，０００円増の１４

７万４，０００円を計上しております。

第２款使用料及び手数料、第１項手数料は、対前年度比１万６，０

００円増の２４万７，０００円を計上しております。

３５ページを御覧願います。第３款繰入金、第１項他会計繰入金に、

合計で前年度と同額の２，４３７万１，０００円を計上しております。

第４款繰越金、第１項繰越金に、前年度と同額の１，０００円を計

上しております。

第５款諸収入、第１項受託事業収入に、対前年度比２９万６，００

０円減の５４１万３，０００円を計上しております。

第２項雑入は、対前年度比５万円減の２５５万３，０００円を計上

しております。

第６款町債、第１項町債に３，８３０万円を計上しております。屋

上防水工事及び医療機器設備整備事業分であります。

以上で、議案第２号 令和６年度中泊町国民健康保険特別会計予算

案についてご説明いたしました。

〇長利委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。
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（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、議案第２号 令和６年度中泊町国民

健康保険特別会計予算についての質疑を終わります。

（「議長、少し待って下さい。タブレット

が動かなくなったので」の声あり）

〇長利委員長 休憩いたします。

休憩 午前１０時３２分

再開 午前１０時３３分

〇長利委員長 休憩中の会議を再開します。

◎議案第３号の上程、説明、質疑

〇長利委員長 日程第７、議案第３号 令和６年度中泊町介護保険事業特別会

計予算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

阿部福祉課長。

〇福祉課長（阿部弘喜君） 議案第３号 令和６年度中泊町介護保険事業特別

会計予算案についてご説明申し上げます。

令和６年度当初予算の編成においては、介護サービス受給者及びサ

ービス受給者１人当たりの給付費の増並びに介護報酬改定では平均２

％を超える、過去最大規模の改定となる影響を見込み、歳入歳出予算

の総額は、前年度と比較して３，８３８万４，０００円増の１８億５，

１９６万７，０００円となっております。

歳入歳出予算の概要について、款を追ってご説明申し上げます。

２ページ、３ページを御覧願います。歳入では、第１款保険料に２

億９，２７３万６，０００円、第２款使用料及び手数料に２万１，０

００円、第３款国庫支出金に５億１，７７４万２，０００円、第４款

支払基金交付金に４億７，０４３万円、第５款県支出金に２億５,６

０２万１，０００円、第６款財産収入に１，０００円、第７款繰入金

に３億１,４６８万１，０００円、第８款繰越金に１，０００円、第

９款諸収入に３３万４，０００円を計上しております。

続いて、歳出です。４ページ、５ページを御覧願います。第１款総
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務費に６，４３９万３，０００円、第２款保険給付費に１７億４０万

円、第３款地域支援事業費に８,６３９万９，０００円、第４款基金

積立金に１，０００円、第５款公債費に７万円、第６款諸支出金に４

０万４，０００円、第７款予備費に３０万円を計上いたしております。

次に、歳入歳出の主なものについて、款項を追ってご説明申し上げ

ます。最初に、歳出からご説明いたします。１３ページを御覧願いま

す。第１款総務費、第１項総務管理費に、１４ページを御覧願います。

対前年度比１，１８３万４，０００円増の５，２４８万５，０００円

を計上いたしております。今年度、補助申請予定の地域介護・福祉空

間整備等補助金における小規模特別養護老人ホーム等の防災改修支援

事業（国庫１０／１０）１，５４０万円が主な増額の要因であります。

第２項徴収費に、対前年度比１９万１，０００円増の７５万６，０

００円を計上しております。第９期介護保険事業計画周知用パンフレ

ット印刷分であります。

第３項介護認定審査会費に、１５ページを御覧願います。対前年度

比３２万６，０００円減の１,１１５万２，０００円を計上いたして

おります。

第２款保険給付費、第１項介護サービス等諸費は、対前年度比２，

５００万円増の１５億２，６９０万円を計上いたしております。主な

要因として、居宅介護サービス給付費９６０万円、「介護療養型医療

施設」から「介護医療院」へ転換した利用者分として、施設介護サー

ビス給付費３，４１０万円等を見込んでおります。

第２項介護予防サービス等諸費に対前年度比２７０万円減の１，９

１０万円を計上いたしております。

１６ページを御覧願います。第３項高額介護サービス等費に対前年

度比２９０万円増の６，１７０万円を計上いたしております。給付費

の増加に伴い、高額介護サービス費も増加しております。

第４項その他諸費に、対前年度比１０万円増の１３０万円を計上い

たしております。

第５項特定入所者介護サービス等費に対前年度比３００万円増の

９，１４０万円を計上いたしております。

第３款地域支援事業費、第１項介護予防・生活支援サービス事業費

に、１７ページを御覧願います。対前年度比２２２万９，０００円増
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の４，０１１万円を計上いたしております。訪問型サービス支給費及

び通所型サービス支給費の増を見込んでおります。

第２項一般介護予防事業費に対前年度比５４万５，０００円増の１

６０万５，０００円を計上いたしております。高齢者の生きがいと健

康づくり事業４４万４，０００円の増となっております。

第３項包括的支援事業・任意事業費に、１８ページ、１９ページを

御覧願います。対前年度比４３８万９，０００円減の４,４４６万４，

０００円を計上いたしております。地域包括支援センター運営事業の

減によるものであります。

第４項その他諸費に２２万円、第４款基金積立金に１，０００円、

第５款公債費に７万円、第６款諸支出金に４０万４，０００円、２０

ページを御覧願います。第７款予備費に３０万円を計上いたしており

ます。

次に、歳入の主なものについてご説明申し上げます。８ページにお

戻り願います。２、歳入。第１款保険料、第１項介護保険料に対前年

度比９５３万８，０００円増の２億９，２７３万６，０００円を計上

いたしております。令和５年度の実績等を基に見込んでおります。

第２款使用料及び手数料に、前年度と同額の２万１，０００円を計

上しております。

第３款国庫支出金、第１項国庫負担金に対前年度比３８０万５，０

００円増の３億１，０３５万５，０００円を計上し、第２項国庫補助

金に、調整交付金等の増により、９ページを御覧願います。対前年度

比１，４５７万９，０００円増の２億７３８万７，０００円を計上い

たしております。

第４款支払基金交付金、第１項支払基金交付金に、１０ページを御

覧願います。対前年度比８３９万円増の４億７，０４３万円を計上い

たしております。

第５款県支出金、第１項県負担金に対前年度比５３９万４，０００

円増の２億４，２２７万７，０００円、第２項県補助金に対前年度比

５０万８，０００円減の１，３７４万４，０００円を計上いたしてお

ります。

第６款財産収入に１，０００円を計上いたしております。

１１ページを御覧願います。第７款繰入金、第１項一般会計繰入金
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に、対前年度比２８６万３，０００円減の３億１,４６８万円を計上

いたしております。総務管理費における人件費調整分の減等によるも

のです。

１２ページを御覧願います。第２項基金繰入金に１，０００円を計

上いたしております。

第８款繰越金に１，０００円を計上し、第９款諸収入、第１項延滞

金、加算金及び過料に１，０００円を計上し、第２項雑入に３３万３，

０００円を計上いたしております。

以上、議案第３号 令和６年度中泊町介護保険事業特別会計予算案

について、ご説明申し上げました。

〇長利委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、議案第３号 令和６年度中泊町介護

保険事業特別会計予算についての質疑を終わります。

◎議案第４号の上程、説明、質疑

〇長利委員長 日程第８、議案第４号 令和６年度中泊町後期高齢者医療特別

会計予算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

宮越町民課長。

〇町民課長（宮越裕子君） 議案第４号 令和６年度中泊町後期高齢者医療特

別会計予算案についてご説明いたします。

令和６年度中泊町後期高齢者医療特別会計の歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ３億１，４２４万６，０００円となり、前年度

当初予算額に対して１，９２５万１，０００円、率にして６．５３％

の増となっております。

次に、歳入歳出予算の概要についてご説明申し上げます。２ページ

を御覧願います。歳入は、第１款後期高齢者医療保険料に８，６８８

万７，０００円、第２款使用料及び手数料に２万２，０００円、第３

款繰入金に２億１，５９０万１，０００円、第４款繰越金に１，００

０円、第５款諸収入に１，１４３万５，０００円を計上しております。

３ページを御覧願います。歳出は、第１款総務費に１，２５４万８，
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０００円、第２款後期高齢者医療連合納付金に３億１４０万５，００

０円、第３款諸支出金に２９万３，０００円を計上しております。

次に、歳入歳出予算の主なものについて、款項を追ってご説明申し

上げます。歳出からご説明いたします。８ページを御覧願います。３、

歳出。第１款総務費、第１項総務管理費に、対前年度比１４８万４，

０００円減の１，２３０万７，０００円を計上しております。主なも

のとしては、１２節委託料に、後期高齢者健診委託料７３３万８，０

００円、高齢者の保健事業として介護予防の一体的実施事業４１７万

５，０００円を計上しております。

第２項徴収費に、対前年度比１万１，０００円増の２４万１，００

０円を計上しております。

第２款後期高齢者医療連合納付金、第１項後期高齢者医療連合納付

金に、対前年度比２，０７０万円増の３億１４０万５，０００円を計

上しております。県広域連合から提示されました金額に基づき計上し

ております。

９ページを御覧願います。第３款諸支出金、第１項償還金及び還付

加算金に、対前年度比２万４，０００円増の２９万３，０００円を計

上しております。

次に、歳入についてご説明いたします。６ページにお戻り願います。

２、歳入。第１款後期高齢者医療保険料、第１項後期高齢者医療保険

料に、対前年度比７１５万５，０００円増の８，６８８万７，０００

円を計上しております。県広域連合より提示されました金額に基づき

計上しております。

第２款使用料及び手数料、第１項手数料に、対前年度比２，０００

円増の２万２，０００円を計上しております。

第３款繰入金、第１項一般会計繰入金に、対前年度比１，１３７万

５，０００円増の２億１，５９０万１，０００円を計上しております。

県広域連合から提示されました金額に基づき計上しております。

第４款繰越金、第１項繰越金、第５款諸収入、第１項延滞金加算金

及び過料については、前年度と同額の１，０００円を計上しておりま

す。

７ページを御覧願います。第２項雑入に、対前年度比７１万９，０

００円増の１，１４３万４，０００円を計上しております。
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以上で議案第４号 令和６年度中泊町後期高齢者医療特別会計予算

案についてご説明いたしました。

〇長利委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、議案第４号 令和６年度中泊町後期

高齢者医療特別会計予算についての質疑を終わります。

◎議案第５号の上程、説明、質疑

〇長利委員長 日程第９、議案第５号 令和６年度中泊町水道事業特別会計予

算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） 議案第５号 令和６年度中泊町水道事業特別

会計予算案についてご説明申し上げます。

議案書の１ページを御覧願います。最初に、第２条、業務の予定量

ですが、（１）の給水件数は前年度比８３件減の４，０８７件、（２）

の年間総給水量は前年度比１万６，２７６立方メートル減の７９万７，

５２４立方メートル、（３）の１日平均給水量は前年度比４５立方メ

ートル減の２，１８５立方メートルをそれぞれ見込んでおります。

次に、第３条の収益的収入及び支出の予定額として、収入の第１款

水道事業収益は前年度より１，０１１万２，０００円減の３億２，５

２５万５，０００円、支出は第１款水道事業費用に前年度より１，１

２２万５，０００円減の２億９，２０６万３，０００円をそれぞれ計

上し、収支で３，３１９万２，０００円の利益を予定しております。

２ページを御覧願います。第４条の資本的支出に１億９，２４６万

９，０００円を計上し、その支払いは過年度分損益勘定留保資金で補

填する予定としています。

第５条、そして３ページの第６条の説明は省略させていただきます。

続きまして、予算の詳細について、予算実施計画説明書でご説明い

たします。最初に、収益的支出の主なものについてご説明いたします

ので、２１ページを御覧願います。先ほども説明しておりますが、第

１款水道事業費用として、前年度比１，１２２万５，０００円減の２
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億９，２０６万３，０００円を計上しております。

第１項営業費用が前年度比７７８万５，０００円減の２億５，８５

４万７，０００円を計上しております。

第１目原水及び浄水費は前年度比３２５万８，０００円減の３，６

８６万７，０００円を計上しております。主なものは、１５節委託費

の水質検査委託料５９５万４，０００円、１９節動力費の各浄水場電

力料金１，４６０万円等であります。

２２ページを御覧願います。第２目配水及び給水費は前年度比２９

８万３，０００円減の５１０万５，０００円であります。主なものは、

１８節修繕費の配水施設維持修繕費２００万円、１９節動力費の増圧

ポンプ電力料１６５万円等であります。

２３ページを御覧願います。第４目総係費は前年度比２２３万９，

０００円減の６，２６７万２，０００円を計上しております。主なも

のは、職員人件費のほか、２４ページを御覧願います。１５節委託料

の検針委託料４２６万５，０００円等であります。

２５ページを御覧願います。第２項営業外費用が前年度比３４４万

円減の３，２４１万６，０００円を計上しております。

第１目支払利息は前年度比３０７万円減の１，４２７万６，０００

円であります。

その他のものについては、前年度とほぼ同内容及び同額となってお

りますので、説明を省略させていただきます。

次に、収益的収入についてご説明いたしますので、１８ページにお

戻り願います。第１款水道事業収益が、前年度比１，０１１万２，０

００円減の３億２，５２５万５，０００円を計上しております。

第１項営業収益は、前年度比６５９万円減の２億７，６３５万３，

０００円を計上しております。

第１目給水収益は、前年度比６５９万円減の２億７，６２２万８，

０００円を計上しております。減額の主な理由としては、給水収益の

減少によるものです。

１９ページを御覧願います。第２項営業外収益が、対前年度比３５

２万２，０００円減の４，８９０万１，０００円を計上しております。

第２目他会計補助金は、前年度比３３５万１，０００円減の１，５

１３万５，０００円を計上しております。これは、高料金対策の一般
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会計からの補助金になります。

次に、資本的支出についてご説明いたしますので、２６ページを御

覧願います。第１款資本的支出が、前年度比６７万７，０００円減の

１億９，２４６万９，０００円を計上しております。

第１項建設改良費は、前年度比１４９万６，０００円増の２，１７

６万６，０００円を計上しております。

第１目営業設備費、４０節工事費に満期量水器取替工事３１１万円、

非常用発電機バッテリー交換工事１１９万６，０００円、４２節量水

器購入費に６４０万９，０００円、第２目配水施設改良費、４０節工

事費にみちのく橋水管橋撤去工事２８８万９，０００円、第３目取水

施設改良費、４０節工事費に深郷田浄水場７号井取水ポンプ更新工事

６０９万４，０００円、第２項企業債償還金は前年度比２１７万３，

０００円減の１億７，０７０万３，０００円を計上しております。

以上、議案第５号 令和６年度中泊町水道事業特別会計予算案につ

いてご説明申し上げました。

〇長利委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、議案第５号 令和６年度中泊町水道

事業特別会計予算についての質疑を終わります。

◎議案第６号の上程、説明、質疑

〇長利委員長 日程第１０、議案第６号 令和６年度中泊町農業集落排水事業

特別会計予算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） 議案第６号 令和６年度中泊町農業集落排水

事業特別会計予算案についてご説明申し上げます。

議案書の１ページを御覧願います。最初に、第２条、業務の予定量

ですが、（１）の排水戸数は１８７戸、（２）の年間総汚水量は５万５，

１４５立方メートル、（３）の１日平均汚水量は１５１立方メートル

をそれぞれ見込んでおります。

次に、第３条の収益的収入及び支出の予定額として、収入の第１款
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農業集落排水事業収益は３，９５３万円、支出は第２款農業集落排水

事業費用に５，０６２万７，０００円をそれぞれ計上し、収支でマイ

ナス１，１０９万７，０００円を予定しております。

２ページを御覧願います。第４条の資本的収入及び支出に、同額の

２，２９９万４，０００円を計上しております。

第５条、第６条及び第７条の説明は省略させていただきます。

続きまして、予算の詳細について、予算明細書でご説明いたします。

最初に、収益的支出の主なものについてご説明いたしますので、１６

ページを御覧願います。第２款農業集落排水事業費用が５，０６２万

７，０００円を、第１項営業費用は４，９１２万５，０００円を、第

１目管渠費に３０万円を計上しております。

第３目処理場費が１，６４３万１，０００円を計上しております。

主なものは、１７節委託料の処理施設管理業務委託５４５万円、余剰

汚泥搬出業務５８２万２，０００円、２５節動力費の電気料３５４万

９，０００円等であります。

第１０目総係費が１１７万８，０００円を計上しております。

１７ページを御覧願います。第１１目減価償却費に３，１２１万６，

０００円を計上しております。

第２項営業外費用が１４０万２，０００円を、第１目支払利息及び

企業債取扱諸費に１４０万１，０００円、第２目消費税及び地方消費

税に１，０００円を計上しております。

第４項予備費、第１目予備費に１０万円を計上しております。

次に、収益的収入についてご説明いたしますので、１５ページにお

戻り願います。第１款農業集落排水事業収益が３，９５３万円を、第

１項営業収益は５９６万７，０００円を計上しております。

第２項営業外収益が３，３５６万３，０００円を、第３目他会計負

担金に、一般会計繰入金として１，３３１万円、第５目長期前受返戻

金、１節補助金に２，０２５万３，０００円を計上しております。

次に、資本的支出についてご説明いたしますので、１９ページを御

覧願います。第４款農業集落排水事業資本的支出が２，２９９万４，

０００円を、第１目建設改良等企業債償還金、１節企業債償還金に下

水道事業債、公営企業会計適用債１，９８７万８，０００円、３節資

本平準化債元金償還金に３１１万６，０００円を計上しております。
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次に、資本的収入についてご説明いたしますので、１８ページにお

戻り願います。第３款農業集落排水事業資本的収入が２，２９９万４，

０００円を、第１目他会計負担金に企業債元金償還負担金として計上

しております。

以上、議案第６号 令和６年度中泊町農業集落排水事業特別会計予

算案についてご説明申し上げました。

〇長利委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、議案第６号 令和６年度中泊町農業

集落排水事業特別会計予算についての質疑を終わります。

◎議案第７号の上程、説明、質疑

〇長利委員長 日程第１１、議案第７号 令和６年度中泊町漁業集落排水事業

特別会計予算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） 議案第７号 令和６年度中泊町漁業集落排水

事業特別会計予算案についてご説明申し上げます。

議案書の１ページを御覧願います。最初に、第２条、業務の予定量

ですが、（１）の排水戸数は１３１戸、（２）の年間総汚水量は１万８，

７９９立方メートル、（３）の１日平均汚水量は５１立方メートルを

それぞれ見込んでおります。

次に、第３条の収益的収入及び支出の予定額として、収入の第１款

漁業集落排水事業収益は２，０５４万１，０００円、支出は第２款漁

業集落排水事業費用に２，５４３万３，０００円をそれぞれ計上し、

収支でマイナス４８９万２，０００円を予定しております。

２ページを御覧願います。第４条の資本的収入及び支出に、同額の

１，４７６万円を計上しております。

第５条、第６条及び第７条の説明は省略させていただきます。

続きまして、予算の詳細について、予算明細書でご説明いたします。

最初に、収益的支出の主なものについてご説明いたしますので、１６

ページを御覧願います。第２款漁業集落排水事業費用が２，５４３万
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３，０００円、第１項営業費用は２，４２４万６，０００円、第３目

処理場費に６３９万円を計上しております。主なものは、１７節委託

料の処理場維持管理委託２６７万３，０００円、２５節動力費の電気

料２１５万９，０００円等であります。

第１０目総係費に１０１万１，０００円を計上しております。

第１１目減価償却費に１，６８４万５，０００円を計上しておりま

す。

１７ページを御覧願います。第２項営業外費用が１０８万７，００

０円、第１目支払利息及び企業債取扱諸費は１０８万６，０００円、

第２目消費税及び地方消費税に１，０００円を計上しております。

第４項予備費に１０万円を計上しております。

次に、収益的収入についてご説明いたしますので、１５ページにお

戻り願います。第１款漁業集落排水事業収益が２，０５４万１，００

０円、第１項営業収益は２７９万１，０００円を計上しております。

第２項営業外収益が１，７７５万円、第３目他会計負担金に、一般

会計繰入金として６３５万円、第５目長期前受返戻金、１節補助金に

１，１４０万円を計上しております。

次に、資本的支出についてご説明いたしますので、１９ページを御

覧願います。第４款漁業集落排水事業資本的支出が１，４７６万円、

第３項企業債償還金、第１目建設改良等企業債償還金、１節企業債償

還金に下水道事業債、公営企業会計適用債８７６万３，０００円、３

節資本平準化債元金償還金に５９９万７，０００円を計上しておりま

す。

次に、資本的収入についてご説明いたしますので、１８ページにお

戻り願います。第３款漁業集落排水事業資本的収入が１，４７６万円、

企業債元金償還負担金として計上しております。

以上、議案第７号 令和６年度中泊町漁業集落排水事業特別会計予

算案についてご説明申し上げました。

〇長利委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、議案第７号 令和６年度中泊町漁業

集落排水事業特別会計予算についての質疑を終わります。
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◎散会の宣告

〇長利委員長 以上で本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会します。

散会 午前１１時１１分
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開議 午前１０時００分

◎開議の宣告

〇長利委員長 開会前に報告があります。宮越町民課長が諸事情により欠席の

ため、代わりに成田町民課長補佐が出席する申出がありましたので、

これを許可することをご報告します。

ただいまの出席委員数は１３人です。定足数に達していますので、

これから本日の会議を開きます。

◎議案第１号の上程、説明、質疑

〇長利委員長 本日は、予算特別委員会に付託されました令和６年度中泊町一

般会計予算の審査を行います。

日程第１、議案第１号 令和６年度中泊町一般会計予算についてを

議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

三上財政課長。

〇財政課長（三上晃瑠君） 議案第１号 令和６年度中泊町一般会計予算案に

ついてご説明いたします。

初めに、令和６年度当初予算の編成経過についてご説明いたします。

本町の財政状況は、依然として自主財源及び経常的な一般財源が少

ないという財政構造が続いております。

少子高齢化・人口減少が進む中、世代を超えた交流推進、健康増進、

災害時の避難所施設としての活用可能、新たなまちづくりのシンボル

である町総合福祉健康センター「湯らぱーく」が本年２月から供用開

始したところです。

令和６年度からは、町の主要公共施設の改修事業等に取り組む必要

があるため、公債費は一段と増加傾向に進むと予想されます。

また、日常生活に密接なエネルギー・食料品等の価格が上昇してお

り、日本経済を取り巻く環境には厳しさが増していることから、今後

も非常に厳しい財政運営が続くと予想しております。

令和６年度の予算編成に当たっては、将来も持続可能な財政運営を

念頭に、歳出の抑制を図るとともに、重要な課題は先送りせず、慎重

に選択し、有利な町債を活用しながら、重点的・効率的な配分に努め
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たところであります。

こうして編成を見た令和６年度中泊町一般会計予算案は、歳入歳出

予算の総額が歳入歳出それぞれ７３億７００万円となり、前年度当初

予算額に対して６，７００万円、率にして０．９％の増となっており

ます。

次に、歳入歳出予算の概要について、款項を追ってご説明申し上げ

ます。予算書と別冊の令和６年度一般会計予算に関する参考資料で説

明いたしますので、よろしくお願いいたします。

参考資料の２ページを御覧願います。歳入ですが、第１款町税で対

前年度比８．６％増の１０億１，２２７万円、第２款地方譲与税で５．

６％増の７，３６０万円、第３款利子割交付金で４０％減の３０万円、

第４款配当割交付金で８０％増の１８０万円、第５款株式等譲渡所得

割交付金で前年度同額の１５０万円、第６款法人事業税交付金で５０

％増の９００万円、第７款地方消費税交付金で３％減の２億３，００

０万円、第８款環境性能割交付金で２５％増の５００万円、第９款地

方特例交付金で２８．６％増の１８０万円、第１０款地方交付税で３．

９％増の３７億２，０００万円、第１１款交通安全対策特別交付金で

前年度同額の６０万円、第１２款分担金及び負担金で５４７．７％増

の７０万６，０００円、第１３款使用料及び手数料で３０％増の１億

２，２７３万４，０００円、第１４款国庫支出金で２０．３％減の６

億１，７３６万１，０００円、第１５款県支出金で３．３％減の５億

１，９０７万４，０００円、第１６款財産収入で１．４％減の１，６

１１万８，０００円、第１７款寄附金で５．３％増の９，０００万１，

０００円、第１８款繰入金で１２７．６％増の１億５，７１７万５，

０００円、第１９款繰越金で前年度と同額の７，０００万円、第２０

款諸収入で３０．８％増の１億４８６万１，０００円、第２１款町債

で１８．５％減の５億５，３１０万円を計上しております。

続きまして、歳出です。３ページを御覧願います。第１款議会費で

は７，７７５万円、第２款総務費では１７．４％減の１０億１，５３

２万４，０００円、第３款民生費では１．１％増の１３億７，４３１

万４，０００円、第４款衛生費では１４．４％減の９億７，１３６万

４，０００円、第５款労働費では前年度同額の１５万７，０００円、

第６款農林水産業費では０．５％減の６億６，５１５万６，０００円、
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第７款商工費では６．４％増の１億１，５０３万円、第８款土木費で

は１７．７％増の４億２，５７５万８，０００円、第９款消防費では

０．９％増の５億６，６０５万２，０００円、第１０款教育費では６

１％増の８億３，６２２万９，０００円、第１１款災害復旧費では５

５．６％減の８，０００円、第１２款公債費では３．２％増の１２億

５，４８５万８，０００円、第１３款予備費では前年度と同額の５０

０万円を計上しております。

次に、歳入歳出予算計上の主なものについて、歳出からご説明いた

します。１６ページを御覧願います。右側の欄に予算書のページを記

載しておりますので、参考にしていただければと存じます。

第１款議会費は、総額７,７７５万円、前年度と比較しますと１万

３，０００円の増となっております。

第２款総務費、第１項総務管理費、ナンバー２、総合福祉健康セン

ター管理運営事業で１億９２５万８，０００円を計上いたしておりま

す。

ナンバー３、兼任集落支援員設置事業で、２９町内会の集落支援を

実施する経費１,１６０万円を計上しております。

ナンバー４、高等学校通学費助成事業で、公共交通機関利用の一部

助成のほか、今年度は下宿や入寮の家賃一部助成に対象を拡大し、１

,１８８万７，０００円を計上しております。

第１項総務管理費の合計額は８億４，８３９万１，０００円、前年

度と比較しますと１億８,８１５万９，０００円の減となっておりま

す。

第２項徴税費の合計額は１億１,０８７万円、前年度と比較します

と７５２万１，０００円の減となっております。

第３項戸籍住民基本台帳費の合計額は５,１３７万円、前年度と比

較しますと６７６万９，０００円の減となっております。

１７ページを御覧願います。第４項選挙費、ナンバー１、町長選挙

費として１４８万５，０００円を計上しております。

第４項選挙費の合計は１６０万２，０００円、前年度と比較いたし

ますと１，２６７万２，０００円の減となっております。

第５項統計調査費の合計額は２４８万１，０００円、前年度と比較

しますと７８万円の増となっております。
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第６項監査委員費の合計額は６１万円、前年度と比較いたしますと

６万円の増となっております。

第３款民生費、第１項社会福祉費、ナンバー２、障害者自立支援給

付事業として３億６，１１０万２，０００円、ナンバー３、介護保険

特別会計繰出事業として３億１，４６８万円を計上しております。

第１項社会福祉費の合計額は８億８，３５７万８，０００円、前年

度と比較いたしますと１，１０１万６，０００円の増となっておりま

す。

第２項児童福祉費、ナンバー３、子どものための教育・保育給付事

業として３億６，０１２万７，０００円を計上しております。

第２項児童福祉費の合計額は４億９，０７３万６，０００円、前年

度と比較いたしますと４３４万６，０００円の増となっております。

１８ページを御覧願います。第４款衛生費、第１項保健衛生費、ナ

ンバー２、後期高齢者医療特別会計繰出金として２億１，５９０万２，

０００円を計上しております。

第１項保健衛生費の合計額は５億３，２９５万９，０００円、前年

度と比較いたしますと１億５，２４２万８，０００円の減となってお

ります。

第２項清掃費、ナンバー１、西北五環境整備事務組合負担金として

１億９０２万１，０００円を計上しております。

第２項清掃費の合計額は２億２，４１１万８，０００円、前年度と

比較いたしますと９１４万１，０００円の減となっております。

第３項母子保健費の合計額は１，４９３万５，０００円、前年度と

比較いたしますと１５９万８，０００円の減となっております。

第４項病院費の合計額は１億８,４２１万７，０００円、前年度と

比較いたしますと２９４万３，０００円の増となっております。

第５項上水道整備費の合計額は１,５１３万５，０００円、前年度

と比較いたしますと３３５万１，０００円の減となっております。

第５款労働費、第１項労働諸費の合計額は、前年度と同額の１５万

７，０００円となっております。

１９ページを御覧願います。第６款農林水産業費、第１項農業委員

会費の合計額は２,７５０万６，０００円、前年度と比較いたします

と６０万７，０００円の減となっております。
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第２項農業費、ナンバー２、環境保全型農業直接支払交付金として

２，２２８万円を計上しております。

第２項農業費の合計額は１億４６３万７，０００円、前年度と比較

いたしますと３，０１５万９，０００円の減となっております。

第３項畜産業費の合計額は６２０万３，０００円、前年度と比較い

たしますと７３万６，０００円の増となっております。

第４項農地費、ナンバー２、多面的機能支払事業として１億３,５

３９万７，０００円を計上しております。

ナンバー４、県営十三湖地区経営体育成基盤整備事業として８，１

４６万７，０００円を計上しております。

第４項農地費の合計額は４億９４万７，０００円、前年度と比較い

たしますと２，０８６万８，０００円の増となっております。

第５項林業費、ナンバー３、森林環境譲与税基金積立事業として１，

３３０万円を計上しております。

第５項林業費の合計額は４，１７９万９，０００円、前年度と比較

いたしますと５６９万５，０００円の増となっております。

２０ページを御覧願います。第６項水産業費、ナンバー２、漁業集

落排水事業特別会計繰出金として２，１１１万円を計上しております。

ナンバー３、地域おこし協力隊事業では、町の地域資源を活用した

商品開発及び商品の売り込みなどを目的に、協力隊活動に要する経費

５９０万円を計上しております。

第６項水産業費の合計額は８,４０６万４，０００円、前年度と比

較いたしますと３２万８，０００円の増となっております。

第７款商工費、第１項商工費、ナンバー３、地域おこし協力隊事業

では、観光資源の発掘など観光客の受入れ環境の整備などを目的に、

協力隊活動に要する経費２,０５５万円を計上しております。

第７款商工費、第１項商工費の合計額は１億１，５０３万円、前年

度と比較いたしますと６９３万１，０００円の増となっております。

第８款土木費、第１項土木管理費の合計額は３，８０５万９，００

０円、前年度と比較いたしますと６８３万８，０００円の減となって

おります。

第２項道路橋梁費、ナンバー１、道路ストック改良事業として、派

立通りの町道舗装補修工事３,１００万円を計上しております。
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ナンバー２、道路新設改良事業として、中里地域７件３，９４９万

１，０００円、小泊地域３件１，０２０万円など、合計で６，２８９

万円を計上しております。

ナンバー３、防雪対策費として、除排雪委託料７,０００万円、防

雪柵張出収納４，１１８万４，０００円など、合計で１億２，６８７

万９，０００円を計上しております。

ナンバー４、橋梁長寿命化事業として、３，９００万７，０００円

を計上しております。

第２項道路橋梁費の合計額は２億７，９１２万円、前年度と比較い

たしますと４，０３５万２，０００円の増となっております。

第３項河川費の合計額は２,１５５万３，０００円、前年度と比較

いたしますと４万７，０００円の減となっております。

２１ページを御覧願います。第４項都市計画費の合計額は１,７０

５万１，０００円、前年度と比較いたしますと９３万９，０００円の

増となっております。

第５項住宅費、ナンバー１、公営住宅維持管理事業では、さわやか

団地の外壁改修工事３，１１９万６，０００円など、合計で５，５８

５万８，０００円を計上しております。

ナンバー２、既設公営住宅改善事業として、空家住宅解体工事４戸

９５９万２，０００円を計上しております。

第５項住宅費の合計額は６，９９７万４，０００円、前年度と比較

いたしますと２，９７４万７，０００円の増となっております。

第６項土地開発基金費は省略させていただきます。

第９款消防費、第１項消防費、ナンバー２、五所川原消防事務組合

負担事業として、五所川原地区消防事務組合負担金５億２９４万４，

０００円を計上しております。

第９款消防費、第１項消防費の合計額は５億６,６０５万２，００

０円、前年度と比較いたしますと５１２万６，０００円の増となって

おります。

第１０款教育費、第１項教育総務費、ナンバー２、公設塾運営事業

では、令和５年第２回中泊町議会定例会で公設塾運営費についてご承

認いただきスタートしたものです。本年度も引き続き、町内の小学５

年生から中学３年生までの児童・生徒を対象とした公設塾を開講しま
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すので、運営に係る業務委託費２，２２８万２，０００円を計上して

おります。

ナンバー３、先進的学校教育推進事業では、本年度は薄市小学校を

モデル校として実施計画しており、３年生から６年生までの児童を対

象としたオンライン英語教育運営業務委託費など、合計で２４９万９，

０００円を計上しております。

ナンバー４、中里地域小中学校統合事業では、中里地域小中学校統

合事業検討業務として１，３７２万８，０００円を計上しております。

第１項教育総務費の合計額は１億６，４６０万円、前年度と比較い

たしますと５，２２４万円の増となっております。

２２ページを御覧願います。第２項小学校費、ナンバー２、管内小

学校施設管理事務事業では、小学校教員用指導書購入費など、合計額

で４，３２８万６，０００円を計上しております。

第２項小学校費の合計額は９，６５７万円、前年度と比較いたしま

すと２，３８６万９，０００円の増となっております。

第３項中学校費の合計額は５,２３７万７，０００円、前年度と比

較いたしますと１７０万２，０００円の増となっております。

第４項小中一貫校費の合計額は１，９５０万７，０００円、前年度

と比較いたしますと２３０万３，０００円の増となっております。

第５項社会教育費、ナンバー２、静川園調査事業では、企業版ふる

さと納税等を財源として、国の文化財指定に向けた宮越家庭園の調査

事業など、５０６万４，０００円を計上しております。

ナンバー３、総合文化センター運営費では、ホール吊り天井・舞台

設備・空調設備の改修工事費など、２億８，４９４万８，０００円を

計上しております。

第５項社会教育費の合計額は３億７，２５５万６，０００円、前年

度と比較いたしますと２億３，８７１万７，０００円の増となってお

ります。

第６項保健体育費の合計額は１億３,０６１万９，０００円、前年

度と比較いたしますと１８９万１，０００円の減となっております。

２３ページを御覧願います。第１１款災害復旧費、第１項公共土木

施設災害復旧費については説明を省略させていただきます。

第１２款公債費についてご説明いたします。ナンバー１、町債償還
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元金として１２億９５２万９，０００円、ナンバー２、町債償還利子

として４，４０４万９，０００円、ナンバー３、一時借入金利子とし

て１２８万円、合わせて１２億５，４８５万８，０００円を計上して

おります。前年度と比較いたしますと３，９４８万円の増となってお

ります。

第１３款予備費については、前年度と同額の５００万円を計上して

おります。

以上で歳出の主なものについてのご説明を終わります。

続きまして、歳入の主なものについてご説明申し上げます。

歳入につきましては、予算書にてご説明申し上げますので、予算書

の１１ページを御覧願います。２、歳入。第１款町税、第１項町民税

で１，３０８万４，０００円増の３億１，６６３万７，０００円、第

２項固定資産税で６，５２９万７，０００円増の５億６，３８０万１，

０００円、１２ページを御覧願います。第３項軽自動車税で１２５万

１，０００円増の４，３２０万６，０００円、第４項たばこ税で６０

万５，０００円増の８,８６２万５，０００円を計上しております。

第２款地方譲与税、第１項地方揮発油譲与税で４０万円減の１,４

６０万円、第２項自動車重量譲与税で５６万１，０００円増の４,５

７０万円を計上しております。

１３ページを御覧願います。第３項森林環境譲与税で３７１万４，

０００円増の１，３３０万円を計上しております。

第３款利子割交付金から第８款環境性能割交付金までについては、

前年度の決算見込額及び国の地方財政計画を参考に計上しておりま

す。

１４ページを御覧願います。第９款地方特例交付金は４０万円増の

１８０万円を計上しております。

第１０款地方交付税は１億４，０００万円増の３７億２,０００万

円を計上しております。普通交付税で１億５，０００万円増の３３億

９,０００万円、特別交付税で１，０００万円減の３億３,０００万円

を計上しております。

第１１款交通安全対策特別交付金は前年度と同額の６０万円を計上

しております。

第１２款分担金及び負担金は５９万７，０００円増の７０万６，０



- 33 -

００円を計上しております。

第１３款使用料及び手数料、第１項使用料では、１５ページを御覧

願います。２，８１２万５，０００円増の１億１，６８６万８，００

０円を計上しております。

１６ページを御覧願います。第２項手数料では、１７ページを御覧

願います。２２万３，０００円増の５８６万６，０００円を計上して

おります。

第１４款国庫支出金、第１項国庫負担金では１億９２１万３，００

０円減の４億６，１７５万２，０００円、１８ページを御覧願います。

第２項国庫補助金では４，８２１万７，０００円減の１億３，３２７

万２，０００円を計上しております。

１９ページを御覧願います。第３項国庫委託金では９万１，０００

円減の２,２３３万７，０００円を計上しております。

第１５款県支出金、第１項県負担金では、２９２万円増の３億４９

万６，０００円を計上しております。

２０ページを御覧願います。第２項県補助金では、２１ページを御

覧願います。７２０万９，０００円減の１億９，６１３万４，０００

円を計上しております。

第３項県委託金では、２２ページを御覧願います。１，３４４万９，

０００円減の２，２４４万４，０００円を計上しております。

第１６款財産収入、第１項財産運用収入では、２３ページを御覧願

います。２３万１，０００円減の１，６１１万６，０００円を、第２

項財産売払収入で、前年度と同額の２，０００円を計上しております。

第１７款寄附金は４５０万円増の９，０００万１，０００円を計上

しております。

第１８款繰入金で、２４ページを御覧願います。８，８１１万５，

０００円増の１億５，７１７万５，０００円を計上しております。

第１９款繰越金から第２０款諸収入、第４項受託事業収入までは説

明を省略させていただきます。

２５ページを御覧願います。第２０款諸収入、第５項雑入で、２７

ページを御覧願います。２，４８４万９，０００円増の１億２４７万

円を計上しております。

第２１款町債についてご説明いたします。第１目総務債から、２８
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ページを御覧願います。第５目教育債まで合計で１億２，５９０万円

減の５億５，３１０万円を計上しております。

なお、各地方債の起債区分や事業費等の詳細につきましては、予算

に関する参考資料１３ページの「地方債充当事業一覧」をご参照くだ

さればと存じます。

これで歳入の説明を終わります。

お戻りいただいて予算書の７ページを御覧願います。第２表、債務

負担行為についてご説明いたします。令和９年度固定資産評価替関連

業務を含む４事業において、期間及び限度額を定め、計上しておりま

す。

８ページを御覧願います。第３表、地方債についてご説明いたしま

す。地方債では、臨時財政対策債から総合文化センター改修事業まで、

利率年４．０％以内として、限度額合計５億５，３１０万円と定め、

計上しております。

最後に、再び令和６年度一般会計予算に関する参考資料の１０ペー

ジを御覧願います。平成２６年度以降に引き上げられた消費税分につ

きましては、社会保障経費に充てることとなっております。当町では

１億３,５００万円を見込んでおりますが、その充当額を表にまとめ

ましたので、参考にしていただければと存じます。

１１ページを御覧願います。令和６年度当初予算案では、起債の発

行額を５億５，３１０万円と見込んでおり、償還額につきましては、

令和６年度の借入見込額を含めた推移を起債区分別に令和１３年度ま

で表にまとめたものであります。これにつきましても参考にしていた

だければと存じます。

以上、議案第１号 令和６年度中泊町一般会計予算案につきまして

のご説明といたします。

〇長利委員長 お諮りします。

本案に対する質疑は歳入と歳出を分けて行いたいと思います。ご異

議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇長利委員長 異議なしと認めます。

したがって、質疑は歳入と歳出を分けて行うことに決定しました。

なお、ご質問の際は予算書のページを示して簡潔にお願いをします。
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議案第１号の歳入に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、歳入に対する質疑を終わります。

議案第１号の歳出に対する質疑を行います。

お諮りします。歳出に対する質疑は各款ごとに行いたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇長利委員長 異議なしと認めます。

したがって、歳出に対する質疑は各款ごとに行うことに決定しまし

た。

第１款議会費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、第１款議会費に対する質疑を終わり

ます。

第２款総務費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

１３番、川山委員。

〇川山委員 総務費の４５ページの１９目のところで、緊急対策費の中の高等

学校通学費助成金のところでちょっとお話ししたいと思います。

大変今、高等学校に通学している親御さんから、非常にこれに対し

ては喜んでいただいておりまして、ありがとうございます。これから

また予算で続けていただけるということで、非常に喜んでおる次第で

ございます。

そこで、助成費の中の今の通学のことですけれども、今年、この前

の卒業式でも、町長も出てもらったのですけれども、小泊のほうの。

五所川原農林の高校の受験、小泊から４人また受けることになってい

まして。全員受かるものとしてお話ししたいのですけれども、昨今、

今の現状で五農に通学するとなると、弘南バスで五所川原の駅まで行

って、それから乗換えして汽車で五農まで戻ると、そういうコースで

歩いているそうです。それは今現状でやっているのですけれども、こ

れから中里高校がなくなりまして、五農の生徒もだんだん増えていく

のではないかな、人口減っているから、そうもならないかといろいろ

考えている中でですけれども、この前から新聞をにぎわせておりまし

た津軽鉄道の収入の一環になればなと思って話しするのですけれど
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も、親御さんの話を聞いていれば、今は補助もしていただいているし、

できれば中里の駅まで来て、そこから五農まで行くほうが子供にとっ

ては大して楽なのだという話を伺っていまして、乗る人を増やすため

にも、時間が何か合わないらしいのですけれども、そこら辺鉄道さん

とお話ししながら、なるべくいい方向に持っていって、今また４人受

かるとすれば、結構小泊だけでもかなりの人数になりますし、それに

運賃収入対策というのは大したことはないかもしれませんけれども、

幾らかでも増えていくと。随分五所川原市に心配いただいているとこ

ろもありますので。

それから、これは私の考えですけれども、やっぱりちょっと運賃が

高いのです。私もお花見の時期にたまに乗るのですけれども、ちょっ

と高いと。やっぱり財政難であんまり安くはできないのでしょうけれ

ども、できれば朝早いコースとか、そういう面で割引を出すとか、い

ろんな手当てをしながら津鉄の応援をしていければ、いくらかは足し

になるのでないかと。それで心配していまして、私もなくしたくはな

いし、いろいろ自分なりの頭で考えていましたので、一つできれば町

長からそういう考え、私の考えをくみながら、ちょっとお話しいただ

ければと思いますけれども、いかがですか。

〇長利委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 川山委員からのお尋ねというか、要するにおっしゃり

たいことというのは、津軽鉄道を残すために、町として何か考えるこ

とはないのかというふうな趣旨のお話だというふうに受け止めた上

で、私なりの考えを申し述べたいと思います。

ご存じのとおり、私県の職員であった頃に、平成９年から平成１２

年まで県の交通政策課というところで仕事をしておりまして、私は弘

南バス側のほうの担当、それと飛行機のほうの担当をしておったわけ

でありますが、同じ課の中に津軽鉄道を担当する部門がありまして、

当時の社長であります三和さんが度々訪ねてこられては、津軽鉄道の

応援よろしくと、「あなたも使ったんでしょう」ということを言われ

たわけであります。私が高校に通っていた時期というのは、昭和５０

年から５３年まででありまして、その頃は折しも、今、委員のほうか

らもお話のあった五所川原農林高校が今の県の合同庁舎のある辺り、

平和町ですか、そこから一野坪に移ったときであります。そのときが



- 37 -

津軽鉄道が乗客を運んだピークでありまして、２５６万人という年間

の乗客数がおったと記憶しているわけであります。以前も議会のほう

でお話をしたと思うわけでありますが、今津軽鉄道は年間十数万人の

乗客ということで、このままでいくと会社の運営がままならないとい

う状況がずっと続いてきているわけであります。私が町長に就任した

直後、五所川原の故平山市長さんともお話をさせていただき、何とか

しなければいけないということで、経営の部分、企画の部分を町と五

所川原市で支えようということで、津鉄ア・モーレというグループを

つくって、市町で支えるというふうなことをやってきたわけでありま

す。

そしてまた、町民の皆さんにも津鉄の利用を呼びかける意味で、町

の広報に毎月津鉄の月ごとの利用者を目標人数３０万人と現在いくら

まで行ったのかということを載せながら、利用を訴えてきたわけであ

ります。その努力にもかかわらず、今、委員のほうからもお話のあっ

たとおり、高い、時間が合わない、車のほうが便利だ、バスのほうが

いいというふうな判断の中で、利用者がどんどん、どんどん減ってい

たところに、コロナが来て、観光客も減っていったということであり

ます。

こういう状況の中で、津軽鉄道をどう維持していくのかということ

を考えたときに、様々なことが考えられるわけでありますが、私がふ

だんから関係者に申し上げておりますのは、愛媛松山に行けば坊ちゃ

ん列車というのがあると。坊っちゃん列車というのは、いわゆる「坊

っちゃん」をテーマとした、市内から道後温泉まで、レトロな車両に

乗って移動するための線路という形で生き延びていると。例えば津軽

鉄道が太宰列車という名前で、五所川原市にある立佞武多の館から金

木、芦野公園、そしてまた小泊の「津軽」の像記念館まで結ぶような

足として使ってもらえれば、津軽鉄道として維持していけるのではな

いかと、一つの方策としてですが、そういうことを考えてみてもいい

のではないかというのが私自身の考えであります。

せんだって、津軽地域広域観光協議会であるＣｌａｎ ＰＥＯＮＹ

津軽にというＤＭＯの組織の会議のときに、黒石の高樋市長さんのほ

うから１つ提案があるということで話がありまして、ＭＢＡを取った

国内の方々が地域の課題解決のために、自分たちの力を使えないかと
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いう申入れがあるということで高樋市長のほうから話がありまして、

津軽鉄道の経営というものに国内のＭＢＡを取った人たちの知恵とい

うのをお借りできないものかということで、今、津軽鉄道さん側のほ

うにもそのお話をさせていただき、近いうちに関係者の方々からヒア

リングを受け、何とかいい方策がないのかということも話し合ってい

くような段取りになっております。

るる申し上げたわけでありますが、津鉄を何とか残していって、私

どものほうの子供たちの通学等できちっと使いたい、そして花見のと

きに芦野公園にお年寄りが行けるような路線を残していきたいという

気持ちは、委員と同じ気持ちであります。ただ、そんな簡単にはいか

ないということも十分承知の上で、諦めることなく、考え続けていき

たいなと思っているのが私の今の考えであります。

以上であります。

〇長利委員長 ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 ほかに質疑がないようですので、第２款総務費に対する質疑を

終わります。

第３款民生費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、第３款民生費に対する質疑を終わり

ます。

第４款衛生費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「款がタブレットに流れてこないので。

そこあたりうまくお願いします」の声

あり）

〇長利委員長 第４款衛生費に対する質疑を行います。

（「すみません、ちょっと待っていただけ

ないでしょうか」の声あり）

〇長利委員長 休憩。

休憩 午前１０時５１分

再開 午前１０時５３分
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〇長利委員長 休憩中の会議を再会します。

第４款衛生費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

１３番、川山委員。

〇川山委員 ６２ページの１４節、この前の一般質問で荒関議員からも出てい

たのですけれども、追加で私も小泊の斎場のことで、これは小泊のほ

うの葬式をやる葬儀屋さんから要望されまして、無縁墓地の中、この

前いくらか整理したらしいのですけれども、満タンになっていました

と。それで、かなり整理したのだけれども、あの両脇にまた確保して

あるので、できれば保持して、増やしていただきたいと。

それから、合葬墓もぜひ利用したいという人が、結構話があるらし

いので、これからもしよろしければ進めていっていただきたいという

要望で終わりたいと思います。

〇長利委員長 ほかに質疑はありませんか。

６番、荒関委員。

〇荒関委員 斎場関係、私一般質問の流れの中で、合葬墓について一般質問を

したわけなのですけれども、合葬墓の一般質問の答弁が前回と全く同

じ答弁だと記憶しているのです。そうなのであれば、私たちが一般質

問で町のほうに建設的な要望等を申し述べても、進展状況が現在では

分からないような状況下にありますので、だから私再々質問でも質問

したのですけれども、そのときはなかなか納得のいく答弁が得られま

せんでしたので、重ねてこの場で聞くわけですが、前回の質問から何

か庁議の中で進展していった部分があるのかないのか。また、なけれ

ば、今後さらにどういうような対策を講じるのかご答弁願います。

〇長利委員長 藤本環境整備課長。

〇環境整備課長（藤本雅久君） 荒関委員の今の合葬墓についてお答えいたし

ます。

答弁としては同じようになるのですけれども、課内または庁内で皆

さんの話合いを設けるためには、まずは情報収集をして、どういうも

のを話をしていけばいいのかというものを取りまとめるために、今年

は情報収集をしました。６年度からはそれをまとめながら、アンケー

トをやっていくために、これをこういうふうにしたらどうかとか、そ

ういう話の場を設けながら実施をしていきたいと思っています。

〇長利委員長 ６番、荒関委員。
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〇荒関委員 ただいま町民にアンケートを求めるというようなご答弁でござい

ましたが、内容等については今後アンケートの取り方も、取る前に我

々にも示していただけるのか、また合葬墓について町民に対して周知

していく、それは広報等で流れているのは私も存じております。です

が、それをさらに町民の意見を聞くのは、アンケートもよろしいので

すが、集落支援員制度とか、また集落の中で何か会合があったときに

意見を吸い上げていただければなと。前回では、町のほうにはそうい

う相談がございませんでしたよという話ですが、いわゆる墓でござい

ますので、なかなか相談しづらい面も当然あるかと思いますので、声

なき声に行政は耳を傾けるのが本来の姿勢ではないかと思いますの

で、そこら辺を加味しながらこの問題には当たっていただければと思

いますので、よろしくお願いいたします。

〇長利委員長 ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、第４款衛生費に対する質疑を終わり

ます。

第５款労働費に対する質疑を行います。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、第５款労働費に対する質疑を終わり

ます。

第６款農林水産業費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、第６款農林水産業費に対する質疑を

終わります。

第７款商工費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、第７款商工費に対する質疑を終わり

ます。

第８款土木費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

１３番、川山委員。

〇川山委員 土木費の８７ページの１４節に関連したようなお話をしたいと思

います。

前回同僚の成田議員から一般質問がありました災害時の道路の話の
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続きみたいな話ですけれども、一般質問で非常に答弁いただいてあり

がたいです。ありがとうございました。私その中で、失礼ですけれど

も、今、能登の災害の関連で、青森県の宮下知事が津軽半島の三厩、

今別のほうの災害の話を取り上げて何回か新聞に載っていたのですけ

れども、うちのほうも成田議員が言われたように一昨年に災害があっ

て、でもそのときは、今、避難道路みたいな感じで造っている林道を、

町長も、多分軽トラか何かで走ってみたという話で、あれも大変な道

路だなという話は聞いておりました。今のある道路を災害があったと

きに避難するにはかなり無理があると思うし、もちろんトラックは走

りませんですし、軽トラ、軽自動車はどうにか走れるかもしれません

けれども、あそこは災害のあった海岸のところのすぐ近くまで山の道

路が行っている場所がありまして、もしこの前行ったところ、折戸の

あそこに行けば、あの上からくればその道路がまた使えなくなる可能

性があるのです。

それで、十何年も前に私一回提案したことがあるのですけれども、

これまで森林軌道が昔からありまして、今、斎勝の事務所になってい

る道路、ずっと脇元村の靄山の裏まで森林軌道で抜けている道路があ

るのです。あれをうまく使われないものかなというのを昔話をしたこ

とがあるのです。今こういう災害がありまして、何か話題に上ってい

ましたので、もし県から尋ねられることがあれば、あそこをバイパス

として、緊急用のバイパスでもいいのですけれども、要望していただ

けないかと。聞かれたときに、いや、何も用意していないと、あの山

の営林署の林道が１本あるのでいいだろうとされてしまえば、私とし

てはちょっとなと思うので、今ここで、町長は前にも言っているから

分かっては、多分陳情していただいていると思うのですけれども、課

長たちにも多分県から来ると思うのです。そうなったときは、ぜひそ

こを上げていただけないかなと。私の考えですけれども、いかがなも

のですか。

〇長利委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 一般質問のときに成田議員のほうからお話のあった件

で、私しっかり申し上げたつもりなのですが、決して今ある林道で十

分だという認識は全くないわけでありまして、きちんとした道路をこ

の津軽半島にも、縦の線を入れてほしいということはずっと前から言
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ってきたわけであります。何も考えていないというふうなお話をされ

ると、私も心外なわけでありまして、現実に自分でも走ってみました

し、三厩のほうに抜ける道路も走ってみましたし、今最初委員のほう

からお話のあった林道、これまた脇元に下りるので、津波警報が出れ

ば同じなわけなのです。だから、今私が申し上げておるのは、今別の

ほうから来る道路、あれがもし南のほうにずっと延びてくるのだとす

れば、途中で小泊からその道路に抜けるような道路を造っていかなけ

ればいけない、そのことを県のほうにもずっと話をしてきているわけ

です。だから、地図を見ながら、今ある道路になっているところを見

ながら、どこに造ればいいかというのを常に考えていかなければいけ

ないわけでありまして、そういう意味では私企画部時代、道路の高規

格道路の担当もやっておったものですから、道路の難しさというのも

十分分かっているのです。高規格道路を１キロ造れば、幾らかかるか

まで分かっているのです。その上で、県のほうにも話をしてきている

のです。河川国道事務所の所長にも、ここ六、七年ずっと話をしてき

ているのです。

その中で、まだ答えが出ていないというのは、やはりこの前申し上

げましたとおり、今までは利用者がいないからということの理屈で俎

上に上がらなかったのですが、今災害という観点で考えれば、避難道

路はやはり必要であろうと。これは、下北地域でいくと、２７９号が

高台へ道路をもう一回造り直す、避難道として造り直すという話も動

いているのです。あの下北半島縦貫道がありながらです。やっぱり北

通りのほうに行くには、浜の道路１本しかないので、高台に道路を通

して佐井のほうまで行けるようにしようという、逃げられるようにし

ようということを考えているわけであります。よって、この前、今災

害というものを考えたときに、利用者が少ないから要らないのだとい

う考え方では通らなくなってきているので、これからもますます県の

ほうには強く働きかけていきたいというふうな答弁を申し上げたつも

りでありました。今また委員へは同じ答弁をさせていただきたいと思

いますので、よろしくお願いします。

〇長利委員長 ほかに質疑ありませんか。

１番、鈴木委員。

〇鈴木委員 ８７ページの除雪対策費なのですけれども、７日の開会日に言っ
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たかと思うのですけれども、１，００８万６，０００円、この増額に

ついての使い道というのはちょっとご答弁できないでしょうか。

〇長利委員長 もう一度、質問お願いします。

〇鈴木委員 除雪対策費で１，００８万６，０００円増額になっているのです

けれども、この使い道は。

〇長利委員長 三上財政課長。

〇財政課長（三上晃瑠君） ただいまの鈴木委員のご質問にお答えします。

前年度と比較いたしますと、確かに１，００８万６，０００円の増

となっております。ここは、需用費から役務費、委託料、全ての合計

で増となっておりまして、細かくいきますと例えば光熱水費の増とか、

人件費の増とか、そういうものの積み上げが主な要因と考えておりま

す。

以上です。

〇長利委員長 １番、鈴木委員。

〇鈴木委員 分かりました。では、トータル的にということですよね。分かり

ました。

〇長利委員長 ２番、田中委員。

〇田中委員 ９０ページの公園費、整備関係についてお伺いいたします。

毎年行われている県民体育大会があるのですけれども、今年は西北

五地域で開催されると、そのような話もあって、町の運動公園も陸上

競技とか野球で使用されるのではないかというお話があるのですけれ

ども、それについて開催に当たって整備とか、何か計画しているのが

あれば教えていただきたいと思います。

〇長利委員長 田中教育課長。

〇教育課長（田中綾人君） ただいまのご質問にお答えします。

運動公園の関係でございますけれども、委員ご指摘のとおり来年度

の県民体育大会、まだ正式決定ではないのですが、当町の陸上競技場、

それから野球場を使う案となっております。正式には、４月の委員会

が組織されてから決定ということだそうでございますが、その受入れ

に向けて、今回の予算では陸上競技場のスタート地点の物置小屋の設

置、それからタータンの修繕費用、スターティングブロックの一部更

新、それから野球場に関しましては不陸整正工事、グラウンドをなら

す工事、それからダッグアウトのドアの修繕、それから放送設備の修
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繕のほか、救護対策として管理棟にエアコンの設置、こういったこと

を計画しまして、県民体育大会受入れに向けて、必要な予算は確保し

たというふうに考えております。そのほか教育長から、予算には反映

されないのですけれども、ダッグアウトの掃除、それから除草、芝生

の管理、こういったことをしっかり行って、気持ちよく選手がプレー

できる環境づくりの指示があったところでございます。

以上でございます。

〇長利委員長 ほかに質疑ありますか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、第８款土木費に対する質疑を終わり

ます。

第９款消防費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、第９款消防費に対する質疑を終わり

ます。

第１０款教育費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

５番、塚本委員。

〇塚本委員 教育のことで、私去年も伺いましたが、地域おこし協力隊ですば

らしい郷土のかるたを作りまして、それを早くに作成していただきた

いと申し上げましたら、中里高校のかるたとも照らし合わせてという

答えがあったのですが、その後１年になりましたけれども、いかがに

なりましたでしょうか。進んでいるのでしょうか、それともどうなっ

たのかなとお聞きしたいのですけれども。

〇長利委員長 田中教育課長。

〇教育課長（田中綾人君） ただいまの質問にお答えいたします。

かるたの件に関しましては、地域おこし協力隊が退任前にアイデア

として起草したものと、そのように承知しておるわけですが、当時水

産商工観光課と教育委員会が、文化観光交流協会の意見も聞きながら

活用について検討しました結果、既に中高かるたがあるので、統合す

るというお話もいただいていたのですけれども、まだアイデアの段階

で完成していないということ、それからそういったこともあって文化

観光交流協会では、これをいわゆる製品というか、そういうかるたに

するつもりはないということ、それから作成者本人がいない中で進め
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るのはいかがなものか、そういったこともありまして、教育委員会と

しましては現時点でかるたの活用の予定はないのですけれども、ただ

令和１１年度には新しい義務教育学校設置ということもございますの

で、例えば郷土愛を育む新しいカリキュラム、こういったことの中で

中高かるたと統合して物を作るなど、そういった活用の可能性はあり

得るのではないかと考えているところです。一つのアイデアとして可

能性は捨てずに、頭にとどめておきたいと、そのように考えておりま

す。

以上です。

〇長利委員長 ５番、塚本委員。

〇塚本委員 作者がいないとかではなくて、郷土のとても私たちが知らないか

るたです。観光課とかというよりも教育の一環として、例えば先を見

越すよりも、今の教育の状態を見ますと、メタバース学習とかチャッ

トとか、本当にデジタルの授業が多い中、子供たちは頭が多分いっぱ

いになって、大変な生徒もいるのではないかと。その中で、このよう

なとても、見てみたら、本当に私たちが知らないところをたくさん歌

っております。それを教育の一環として、よそではない授業、例えば

中泊だけ小学校の社会科とか国語の中に１０分か１５分ぐらい入れ

て、それを教材にするとか、よそでやっていない教育とかを私は考え

ているのです。子供たちの気分転換の一環として、私はとても待って

いるのです。

そして、作った方から時々電話が来ます。どれくらい進んでいます

かと。私もあれを見たときに、本当に知らない部分がいっぱいあって、

宮越家だけではなくて、いろんな分からない部分が出て、すばらしい

なと思っていますので、いつまでということではなくて、早めにこれ

を進めていただきたいと、私はそう思うのです。子供たち、パニック

になっている授業とかがあるのではないかと、だからちょっと１０分、

１５分授業の中にそれを取り入れたらいかがなものかと思って言って

いるのです。

例えばこの間もこどまり学園の５年生、６年生の授業のときに、２

こまで日本伝統文化の茶道とお琴の演奏をしてきたら、すばらしい感

想を述べました。こんなに一言一言全部分かるのかと、このまま国語、

算数の授業をやった場合、うちで勉強しなくても全部覚えるのだなと、
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すごく喜んでいますので、たまには授業、授業ではなくて、そういう

ちょこっとの時間を、中泊独自のかるたを作って授業に取り入れてほ

しいと私は思っていますので、どうぞそのことをもう一度考えてやっ

ていただきたいと、そう思っております。ぜひよろしくお願いいたし

ます。

〇長利委員長 答弁。

田中教育課長。

〇教育課長（田中綾人君） 今の委員のご意見頂戴しましたけれども、もちろ

んいつまでというのは、今の段階ではちょっとお答えはできないので

すが、そういった授業にもし取り入れるとなれば、教育課程の制限と

いうか、授業というのは教育課程でもう決められているところがござ

いますので、その辺も含めて、一応先ほどの私の答弁では令和１１年

度とは申しましたけれども、教育課程の制限とかもございますので、

その辺は検討してまいりたいというふうに思っております。

以上です。

〇長利委員長 ほかに質疑は。

６番、荒関委員。

〇荒関委員 管内の小学校の施設管理事務事業の中で、教員の指導書購入費の

増とありますけれども、それが１，６６９万１，０００円かな、ある

のですけれども、指導書、何か指導要領が変わったとか、そこら辺に

教育の問題で変化があったから増になったのかご答弁願います。

〇長利委員長 田中教育課長。

〇教育課長（田中綾人君） 指導要領が変わったわけではないのですけれども、

西北地区に教科用図書採択協議会、こういう協議会がありまして、４

年に１回教科書の変更、採択、こういったものが行われております。

来年度は、小学校の変更になります。２年後、中学校の変更になるの

ですけれども、指導用図書ですので、先生が使う資料と、その費用が

この額になるということでございます。

以上でございます。

〇長利委員長 ６番、荒関委員。

〇荒関委員 ４年に１回ごと教科書の見直しを行うと、そのための会議費なの

か、ではないのでしょう。何か今のでしっくり、私理解力が悪いもの

で、もうちょっとかみ砕いてご説明願えればと思うのですけれども。
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〇長利委員長 田中教育課長。

〇教育課長（田中綾人君） お答えいたします。

会議費とか、そういうものではございませんで、いわゆる教科書、

先生が教えるに当たって、虎の巻というか、先生が参考にする図書、

その費用でございます。

〇長利委員長 ６番、荒関委員。

〇荒関委員 私の隣の詳しい同僚議員からちょっと今、説明がありましたので、

４年に１回小学校の教科書の見直しを行うと、行った結果教科書が新

しくなるから、先生方の指導書みたいなのも買わなければならないと

いうことで、やっとしっくりきました。

〇長利委員長 １１番、沖崎委員。

〇沖崎委員 教育委員会というか、教育範囲大きくて、私は今地域おこし協力

隊のほうで質問するわけで、農業も教育だそうで、たまに教育長と農

業の話をするわけですけれども、教育は範囲大きいわけです。地域お

こし協力隊から、今回の津軽鉄道、金木まで来ればあとは要らないと、

極端に言えばどういうことかと。先日の新聞に載っていて。

〇長利委員長 沖崎委員、それはあさっての会議で。

〇沖崎委員 委員長駄目だと言うならやめます。委員長の判断で。

〇長利委員長 いいです。

〇沖崎委員 人が乗らないとか、金がかかるとか、そういった問題でないので

はないのかと。協力隊、ボランティアの連中からいえば、私たちはま

ちおこしやっているのに、いかがなものかと。あの新聞は、五所川原

の議員の発言は何だということを言われまして、これから町としても、

いつかはなくなるとは思うけれども、まだ維持していかなければ駄目

なわけだ。中泊に石をぶつけられたという気がして、何か納得いかな

い。その中で、五所川原に、電話ではいろんな話を文句つけていたの

だけれども、面白くないわけだ。だから、行政としても何か反論する

文書とか考えているものですか。担当課長。

〇長利委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 先ほども川山委員のご質問にお答えをしたつもりなの

ですが、津軽鉄道というのは段々の経緯があって、我々この津軽地域

に住む人間にとっては非常に重要な交通機関であるという認識は、委

員とも共有しているものと理解しているわけであります。津軽鉄道を
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維持していくという観点で考えたときに、様々な方法論がある中の一

つとして、隣の自治体の議員さんの発言として出たことであると。そ

のことについて、我々がいいとか悪いとか、反対だとかしゃべる立場

ではないということだけは申し上げておきたいと思います。

〇長利委員長 １１番、沖崎委員。

〇沖崎委員 それは重々わかりながら、言ってるわけだ。ただ、誰しもが面白

くないわけだ。面白くないという言葉もあれだけれども、今まで長年、

利用客はもちろんだけれども、地域の協力隊というのは、いろんなま

ちおこしのために、幾らかでもお金にするために頑張っているわけで

すので、いろんな行政の方でも、これから何かのときはまたやる方向

で、人はなくならないと思うし、もうちょっと予算大きくくれと言え

ばなんなのだけれども、最低限でもやるように、ボランティアの人も

力を預けてくれるように、ひとつ教育委員会のほうでも、町としても

ボランティアの人にちょっとやる気を持たせてほしいと思っておりま

すので、よろしくお願いします。

〇長利委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 首をかしげているというのは、理解できないわけであ

りまして、地域おこし協力隊の話と今の津軽鉄道の話がどうリンクし

ているのか、関係しているのかが、ちょっと質問の意図が分からない

というか。要するに、津鉄ア・モーレという町と市が職員を選んで、

応援するためにつくっている組織については、私どものほうは津軽鉄

道応援隊としてずっとやってきたわけですけれども、五所川原市のほ

うは廃止したというふうな、一緒にやってきたものなので、相手がい

なくなると我々も考え方を変えていかなければいけないなというのは

一つにはあります。地域おこし協力隊とかという名前になると、今、

津軽鉄道に関して言えば、特に関係がないのかなという思いをしてい

るので、首をかしげていたというわけであります。

以上であります。

〇長利委員長 ６番、荒関委員。ページを示してください。

〇荒関委員 小中一貫校の関連の中で質問いたします。

中里地区の小中一貫校も計画が持ち上がっているような状況下にあ

って、今回は中学校の耐震化の予算が盛られていると思いますけれど

も、今後小中一貫校に向けて地域協議会みたいなものを立ち上げるの
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か、それとも５年後を目指しているということは聞いておりますけれ

ども、そのまま県の流れの中で場所等も設定され、また今年の耐震化

の調査によっては新校舎、また今の校舎の長寿命化でいくのか、そこ

ら辺がおのずと決まってくるのでしょうが、そこら辺で何かしら地域

住民といいますか、保護者といいますか、話合いの場を町では設けて

いるのか。何かしらぽんと出てきたような感じに受けていますので、

そこら辺ご答弁願えればと思います。

〇長利委員長 田中教育課長。

〇教育課長（田中綾人君） ただいまの質問にお答えいたします。

令和１１年度義務教育学校設置、その方針を示させていただいたの

ですけれども、それに当たりまして、令和３年度には中里地域の教育

環境に関する懇談会でしたか、そういった意見を聞く会、それから令

和４年度には保護者向けの調査、アンケート、そういったことを実施

しまして、一応方向性として広報紙にも紹介したとおりでございます。

また、議員の皆様にもご説明したとおりです。

今後に関しまして、説明会でも申し上げましたが、校舎の方向性が

まだ決まらない、そういったこともありまして、今回予算に耐力度調

査業務、こういった費用を計上させていただいたわけであります。耐

力度調査の結果を見て、この耐力度調査の中には、改修の場合はどう

する、新築の場合はどうする、こういったことも提案して業務の中に

入れておりますので、その結果を見て、必要であれば保護者に対して

の説明会、地域に対しての説明会、それからちょっとどういった検討

委員会になるか分かりませんけれども、新しい学校設置に向けての何

らかの委員会設置、こういったことが必要なのではないかというふう

には考えております。

以上です。

〇長利委員長 ほかに教育費に対する質疑がないようですので、第１０款教育

費に対する質疑を終わります。

第１１款災害復旧費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、第１１款災害復旧費に対する質疑を

終わります。

第１２款公債費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、第１２款公債費に対する質疑を終わ

ります。

第１３款予備費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 質疑がないようですので、第１３款予備費に対する質疑を終わ

ります。

これで議案第１号 令和６年度中泊町一般会計予算に対する質疑を

終わります。

以上で予算特別委員会に付託されました議案第１号から議案第７号

までの令和６年度中泊町一般会計予算及び各特別会計予算に対する質

疑を全て終了しました。

◎議案第１号～議案第７号の討論

〇長利委員長 これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇長利委員長 討論なしと認め、これで討論を終わります。

◎議案第１号～議案第７号の採決

〇長利委員長 これから採決を行います。

お諮りします。議案第１号から議案第７号までの令和６年度中泊町

一般会計予算及び各特別会計予算は原案のとおり可決すべきものと決

定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇長利委員長 異議なしと認めます。

したがって、議案第１号から議案第７号までの令和６年度中泊町一

般会計予算及び各特別会計予算は原案のとおり可決すべきものと決定

しました。

◎閉会の宣告

〇長利委員長 以上をもちまして予算特別委員会に付託されました案件の審査

は全部終了しました。

これをもちまして予算特別委員会を閉会します。
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閉会 午前１１時３４分
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